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【ここがポイント！】 
 

穂肥を施用しても７月 31 日頃の

葉色がＳＰＡＤ値 32 を下回るほ

場では、出穂期までに、窒素成分で

1kg/10a の追肥を実施しましょう。 
 
 

※減減栽培で既定の化学肥料由来窒素量

(3.5kg/10a)を超えてしまう場合は、出穂期

の６～３日前に、「有機 100％肥料」を窒素成

分で 1.5～2.0kg/10a 施用しましょう。 
 

――――――――――――――――――――― 
大切な水です。協力し合って使いましょう！ 

――――――――――――――――――――― 

稲作緊急情報 

コシヒカリの葉色低下止まらず！ 

今後も無降雨･高温気象続く予想！ 


